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	（１）最初に、会員の一人から、次のとおり、議題に関する報告が行われた。
	○　防衛省職員分限免職処分取消請求控訴事件（東京高裁平成28年12月７日判決、季刊公務員関係最新判決と実務問答10号16頁、以下「本件判決」という。）は、防衛事務官であったＸが、職場離脱、職務命令違反、海上幕僚長等に宛てて同僚や上司を非難する書面を客観的根拠なく複数回提出したこと、受診命令の拒否、規律違反に関する調査への非協力などの事実により、自衛隊法42条１号の勤務実績がよくない場合、及び３号の職務の適格性を欠く場合に該当するとして分限免職処分を受けたため、同処分は、考慮すべきでない事実を考...
	○　分限免職において、勤務実績不良、適格性欠如という場合には、当局が、どのようなタイミングで、どのような対応をしたのかということが重要である。
	○　裁判所の判断枠組みは、原審、控訴審ともに、長束小学校長事件最高裁判決の基準と同様の基準で判断している。
	○　Ｘの更正措置としての教育を更正が見込まれないため中断したことについては、本件判決は肯定的に捉えている。
	○　「その職務に必要な適格性を欠く場合」の定義は、長束小学校事件最高裁判決、大曲郵便局事件最高裁判決の定義を踏襲している。
	〇　本件は、専ら処分理由とされた具体的な前提事実の存否を争った事案であり、結論としては、ほぼ処分行政庁の主張に従って事実が認定された。
	〇　行政庁において、処分に向けて訓令、要綱等に従い慎重に手順を踏み、証拠も十分に整え、結果、立証に成功したことが、本件で請求棄却との結論に至った最大の理由であると考えられる。
	○ 勤務実績不良、職務の適格性欠如とみられる職員への対応は、適時に適切な対応をすること、やるべきことをやったと評価できるか、の視点が重要。
	○ 基本的な対応は、①適時に適切な指導・注意を行い記録化すること、繰り返し注意・指導を行っても改善されない場合には、訓戒、懲戒処分を検討すること。②問題行動が心身の不調に基因していると疑われる場合には、速やかに受診を促し（勧告）、受診しない場合は受診命令を発し、重大な傷病の診断がある場合は治療を勧告の上、病気休暇・病気休職へ、ない場合は懲戒処分・分限処分を検討する。③受診勧告・受診命令に従わない場合は、責任能力の有無を検証し、責任能力を欠く場合には分限処分を検討する。
	○ 勤務実績不良該当性判断には、人事院規則11－4第7条第1号、「人事院規則11－4の運用について」第7条関係及び「勤務成績の著しく不良な職員に対する改善措置等について」に従う。
	○ 適格性欠如該当性判断は、裁判例等を参照しケースバイケースで判断せざるを得ない。
	○ その他の留意点として、①後の紛争に堪え得る証拠を「人事院規則11－4の運用について」第7条関係第4項、「分限処分に当たっての留意点等について」（平成26年4月25日総人恩総－335）に従い作成、収集すること、②分限事由該当性の他に、受診命令拒否の要件を備えること、③３号に該当する場合、免職を選択する際、当該職員の能力、適性を活かし得る官職への転任、配置換えを検討すること、④平等取扱いの原則、公正の原則に配慮すること。

